
 

1 

 

 

 
 
 

小売業ＥＣイノベーション実装支援事業の実施状況等の報告について 

 
１ 要旨・目的 

  昨年度実施した小売業ＥＣイノベーション実装支援事業の実施状況及び今後の取組につ

いて，報告する。 
 

２ 現状・背景 

採択事業者６者は，３月 29日（火）に開催した事業報告会で，取組状況について報告を行

い，本事業は終了した。今後は，各採択事業者が自走して取組を推進する。 

 
３ 概要 

(1)  対象者  

県内の小売事業者 
 
(2)  実施内容 

○ 採択事業者の小売事業モデルの概要 

小売事業者としての特性（顧客基盤・商品企画機能・商品特性等）を踏まえ，６タ

イプの小売事業モデルを採択し，事業化を支援した。 

 

○ 採択事業者の取組事例については，別紙のとおり。 
 
(3)  スケジュール（本年度以降の取組） 

   ＥＣ売上目標（売上増加額（Ｒ３～５年度累計）：１０億円）の達成に向けて，各採

択事業者が自走して取組を推進する。県はその取組状況を把握するとともに，事業計画

どおり事業が遂行するよう周知活動等の支援を行っていく。 

また，各採択事業者の取組の成功事例等を整理し，他の県内事業者の参考となるよう

共有するセミナーを年度後半に開催する。 
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４ その他（関連情報等） 

  【実施概要等】 

   新型コロナウイルス感染症の感染拡大により対面での販売等に深刻な影響を受け，ニ

ューノーマルに対応した販売への転換が求められる中，ＥＣ等を通じて，革新的な手法

により国内外の販路の開拓・拡大に向けてモデル的に取り組む県内小売事業者を支援し

た。 

    

 

   

 

  

令和３年７月 事業提案の公募開始，募集セミナー・越境ＥＣセミナーの開催 

令和３年８月 事前相談会の実施 

令和３年９月 事業提案の審査 

 事業パートナーのマッチング，事業計画の具体化・精緻化の支援 

令和３年 11月 事業化承認・交付決定，採択事業者の公表 

 採択事業の実施，専門家による事業化伴走支援 

令和４年３月 事業報告会の開催 
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○ 福屋の取組 

顧客と生産者・販売者をつなぐオンライン共創コミュニティを立ち上げ，顧客を巻き込

んだ商品発掘・開発を推進し，満足度の高い商品を提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 大進本店の取組 

 店舗とＥＣサイトの顧客情報を一元管理することにより，ビジネスマンの戦略ギフトや

日常生活の食品等の新たな価値創出をしたＥＣサービスを新規展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 瀬戸内醸造所の取組 

リアル（施設や農園等）で非日常を感じることができる体験を組み合わせた商品をオン

ラインで提供することにより顧客の心を掴み，瀬戸内のライフスタイルブランドを確立 

 

 

 

 

 

 

  

別 紙 
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○ ｓｅｅｄｓの取組 

広島の伝統工芸や食材を活用した商品のストーリーや魅力を，リアル（イベント等）と

デジタル（動画やバーチャル等）の体験を通じて顧客に伝え，商品を提供 

       

 

 

 

 

 

 

○ まるか食品の取組 

 地域やファンから愛される新しい地域ブランドを立ち上げ，地元産品等を活用した新し

い価値・魅力ある商品を提供し，顧客のブランドへの共感を拡散する仕組みづくり 

       

 

 

 

 

 

 

 

○ 岩瀬商店の取組 

ウェルネス市場が盛り上がる米国をターゲットに，禅宗をベースにした新しい商品とＶ

Ｒ技術を活用した体験を提供 

 

 

 

 

 

 

 

 


